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スにして開発された動的幾何システムである。2018 年に、KeTCindy は CTAN－ Com-




















































































(b+ a) (b− a)
b− a
= a+ b
b− a = hとすると、∆y
∆x
=









球が滑り始めてから x秒後の球の進んだ距離を y メートルとする。摩擦を考慮しないの
で、おおよそ y = x2 (= 1
2
gx2 sin 12◦) であることを説明した後、
教師 ： 滑り始めてから 10秒間の平均の速さは？
学生 ： 10（m/秒)です。
教師 ： 7秒後から 10秒後の平均の速さは？
学生 ： 100− 49
3
= 17です。





(b+ a) (b− a)
b− a
= a+ bです。
教師 ： a秒後から a+ h秒後の平均の速さは？








教師： 1秒後から 1.1秒後の平均の速さは？ 1.01秒後は？ 1.001秒後は？ 1.0001秒
後は？ 1.00001秒後は？ . . .
教師： a秒後から、+0.1秒後の平均の速さは？　+0.01秒後は？+0.001秒後は？　
+0.0001秒後は？ +0.00001秒後は？ . . .
学生 ： hを 0に近づけます。 lim
h→0




(2a+ h) = 2a です。
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